
平成 2６年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業 

地域日本語教育実践プログラム A 

 
 

第 2 日目 

ポスター 

セッション 
 

            団体名：NPO 法人多文化共生教育ネットワークかながわ  

私たちは、「外国につながる子どもたち」の教育を支援し、「外国につながる子どもたち」と周囲の子

どもたちが共に生きられる社会を実現するという理念のもと、神奈川県をベースに活動している団体です。 
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当団 は1995 に実施された第1回目の高校進 ガイダンスをきっかけに任意団 として活動を開始し、

16 年の 活動を経て 2011 年 4 月に NPO 法人として新たなスタートを切りました。愛称は ME-net です。 

ME-net ＝「Multicultural Education Network, Kanagawa」の略で、「ミーネット」と読みます。 
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事業実施概要 

事業名称 定住する外国につながる若者への日本語教育支援事業 

地域の課題 
神奈川県の北部地域を中心とした地域は、定住する若者に加え新規に来日する若者も多

いが、若者向けの日本語教室がほとんどないため、社会参加が困難な状況となっている。 

事業の目的 

地域に定住する外国につながる若者が、基礎からしっかりとした日本語を学び、ひいて

は社会的な自立を目指し、自分の将来の生活設計や社会参画に生かせるような質の高い

日本語を学べる場としての日本語教室を運営する。 

事業の概要 

日本語教育の実施 

名称：在住する外国につながる若者と親子のための日本語教室（相模大野教室） 

目的：若者の将来の自立した社会参加を見据えた初中級から上級に至る日本語教育の場

や支援の拠点づくりを目的とする。 

対象：地域に住む外国につながる若者やその親で、日本語指導が必要な人。 

人数：７４人（主な出身・国籍：フィリピン、中国、ベトナムなど全 15カ国） 

時間：週１回×２時間（全４１回） 

内容：学生が中心となって、個々の学習者の日本語レベルに応じた指導を行う。 

日本語教育を行う人材の養成・研修の実施 

名称：定住する外国につながる子どもや若者の日本語教育支援の方法と課題 

目的：大学との連携において、日本語教育の人材育成・研修を学生ボランティアや地域

のボランティア希望者向けに行う。本事業の日本語教室運営事業を生かし、対象

となる若者の状況や日本語教育の実践と課題を中心とした実践的な研修とする。 

対象：学生ボランティアや地域のボランティア希望者 

時間：週１回×３時間（全１０回） 

人数：３２人（出身・国籍：日本、ネパール、台湾、フィリピン、ペルー） 

内容：実践的な日本語研修（7回）及び親子のコミュニケーションの教材作り（3 回） 

日本語教育のための学習教材の作成 

名称：親子のコミュニケーション教材 

目的：本教材を用いて、子どもと親とのコミュニケーションが円滑に進むことをめざす。 

対象：日常的な会話レベルは可能だが、親子の会話や子育てに自信がない親。 

構成：58ページ。「子どもの成長と日本の行事」「私の家族の言語生活」「ケースから 

考えるいろいろな家族・いろいろな考え方」「話し方をアップ！（リフレ―ミング）」

「これまでとこれからを語る」 

成果と課題 

地域の日本語教育のセンター的な役割を得る意味でも 3 つの事業を通して地域の日本語

ボランティアや支援者とつながり、交流できたことは大きな成果であると考える。指導

経験の豊かなスタッフや当事者のスタッフが学習者の心の支えになっていると考える。 

発表者から 

一言 

ポスターセッションでは、本教室の特徴でもある、①高校・大学・地域連携②大学生ボ

ランティアの活用③外国につながる若者の自立と社会参加に向けた日本語教育について

発表いたします。忌憚のないご感想をいただければ幸いです。 

 


